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阿賀流域再発見・連続ツアー講座
「阿賀野川ものがたり」2022

特集
2

阿賀野川上・中流域の
水のゆくえ、光と影を

たどるツアー自然・歴史
を学ぶ講座

3（木・祝）11 ハイブリッド
形式で開催

参加者51名
（オンライン含む）

阿賀野川上・中流域がもたらす水の恵みを
考える講座＆バスツアーを開催

リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を

久
し
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
！

　　

令
和
４
年
度
は
、阿
賀
野
川
の
上・
中
流

域
が
も
た
ら
す「
水
の
ゆ
く
え
」を
探
り
、

併
せ
て
過
去
の「
光
と
影
」も
振
り
返
る
こ

と
で
、阿
賀
野
川
が
も
た
ら
す「
水
の
恵

み
」を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
講
座
＆
バ

ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
講
座
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対

面
を
併
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で

開
催
さ
れ
、51
名
も
の
方
々
か
ら
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、阿
賀
町
に
お

住
ま
い
の
江
花
一
実
さ
ん
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

五
泉
ト
ゲ
ソ
の
会
の
中
村
吉
則
さ
ん
か

ら
、阿
賀
野
川
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
流
の
映

像
や
ス
ラ
イ
ド
を
眺
め
な
が
ら
、阿
賀
野

川
上・
中
流
域
の
水
の
ゆ
く
え
、光
と
影
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●ドローンで上から見た川の映像、常浪川と早出川の違いが分かった。私たちは便利さと引き換えに失ったものが多い
（北区・60代）／●阿賀野川での水力発電・銅山の開発と生産が、日本の資本主義・産業の発展と深い関係・繋が
りがあったことを、改めて明確に理解できた（北区・70代）／●新潟水俣病だけでなく、川（水）の重要性を感じた（江
南区・50代）／●ドローン映像は臨場感があり良かった。解説が面白く、興味をさらに持つことができた（五泉市・70
代）／●今後の社会のためにも、一人一人が昔のことを学び、守り続けなければならないと思った（阿賀野市・50代）
／●阿賀野川、常浪川、早出川、宝の川なのですね。気づいていなかった（阿賀町・70代）／●地域の歴史や現状
を理解することによって、地域への愛着や守っていこうとする気持ちが生まれてくると思う。ダイレクトに公害に迫るのではな
く、広く深く地域を知るためのプロジェクトは素晴らしいと思う（無記名）

ご
意
見
・
ご
感
想

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
感
想

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

▲当日ゲストの江花一実さんとトゲソ   の帽子をかぶった中村吉則さん
※トゲソ（トミヨ属淡水型）はP.6の解説を参照願います。

上川のブナ林で自然の豊かさを探る
　阿賀野川に流れ注ぐ常浪川の支流・柴倉
川の上流域（阿賀町上川地区）には、ブナの
混成林が広がり、さまざまな自然の豊かさを探っ
て学ぶことができます。
　ツアー当日は種 の々植物や木の実のほか、
ブナの根元や幹に、昔の炭焼の痕跡や熊の
爪痕を発見したり、山に降り注いだ雨や雪水を
涵養する腐葉土の大地などを観察しました。

参加者12名

（※現・新潟昭和㈱）
▲嶺寒寺・土佐清水の湧水

阿
賀
野
川
上
流
域
の
水
源

と
大
河
を
利
用
し
た
産
業

を
探
る
ツ
ア
ー

　　

２
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
の
う
ち
、１

日
目
は
阿
賀
野
川
上
流
域
を

舞
台
に
、水
の
ゆ
く
え
を
探
っ

た
り
、大
河
を
利
用
し
た
産
業

の
光
と
影
を
見
つ
め
直
す
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、講
座
の
ゲ
ス
ト
も

務
め
ら
れ
た
江
花
一
実
さ
ん

を
メ
イ
ン
ガ
イ
ド
に
、阿
賀
町

の
隠
れ
た
自
然
ス
ポ
ッ
ト
か

ら
近
代
産
業
の
歴
史
ま
で
一

日
か
け
て
学
び
ま
し
た
。

　

▲鹿瀬ダム（鹿瀬発電所）
　阿賀野川にあった草倉銅山の河港跡
を利用して、建設されたダムです。当初は
余剰電力を鹿瀬工場に送電していました。

　阿賀野川最大の支流・常浪
川中流域の嶺寒寺にある湧水。
冷たい清水が湧き出ています。

上流域
バスツアー

12（土）11

▼七福荘の蕎麦・
山菜・焼きイワナ

の御膳

阿賀野川上流域の水源と大河を
利用した産業を探るツアー

●風情のある土佐清水、とても美味しい。道中での上川の田や米の話も良かった（阿賀町・50代）／●人に使われ
ていたブナと手つかずのブナの違い、地表の葉の積もり方、環境の変化など詳しく聞けて良かった（江南区・50代）
／●炭焼き跡や熊の爪の痕、落ち葉の堆積が印象的だった（北区・70代）／●草倉銅山本山に初めて行った。
歴史が詰まった山だったということを知り、町民は知って、町の歴史を誇りに思ってほしい。少し生まれた町を見直した
（阿賀町・70代）／●新潟水俣病について、新聞等でサラっとは知ってたが、本日の現地ツアーで少しは知識が増
えた（北区・70代）／●鹿瀬工場の光と影が見え、当時の大企業の凄さが知れた（北区・60代）／●新潟県発展
の一部を見たようだった。水質保全の大切さを感じた（無記名）／●イワナの塩焼きも天ぷらも、もちろん蕎麦も美味
しくてとても良かった（東区・60代）／●説明が分かりやすく、ブラタモリを上回る面白さで最高だった（中央区・60代）

れい かん

※

▲草倉銅山の本山の様子
　写真上が本山製錬所跡、下が
山神社跡。草倉銅山はかつて、古
河財閥が操業し、その利益は初期
の足尾銅山の開発も支えていました。

▲旧昭和電工㈱鹿瀬工場  高台

　かつて企業城下町を形成した電気
化学工場の光と影の歴史を学びました。

※

開催レポートをお届けします!


